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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】二元ガス燃料送給システム及び２つのガス燃料
を送給する方法を提供する。
【解決手段】低エネルギーガス入口１１０、ガススプリ
ット１１２、低エネルギーガス一次マニホルド出口１１
４及び低エネルギーガス二次マニホルド出口１１６を備
えた低エネルギーガス送給システム１０２と、高エネル
ギーガス入口１１８及び高エネルギーガス一次マニホル
ド出口１２０を備えた高エネルギーガス送給システム１
０４と、一次マニホルド１０６と、二次マニホルド１０
８とを含み、低エネルギーガス一次マニホルド出口１１
４及び高エネルギーガス一次マニホルド出口１２０は、
一次マニホルド１０６に結合され、低エネルギーガス二
次マニホルド出口１１６は、二次マニホルド１０８に結
合され、低エネルギーガス送給システム１０２は、ガス
スプリット１１２と低エネルギーガス一次マニホルド出
口１１４との間に一次低エネルギーガス停止及び圧力制
御弁１４０を含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）低エネルギーガス入口（１１０）、ガススプリット（１１２）、低エネルギーガ
ス一次マニホルド出口（１１４）及び低エネルギーガス二次マニホルド出口（１１６）を
備えた低エネルギーガス送給システム（１０２）と、
　（ｂ）高エネルギーガス入口（１１８）及び高エネルギーガス一次マニホルド出口（１
２０）を備えた高エネルギーガス送給システム（１０４）と、
　（ｃ）一次マニホルド（１０６）と、
　（ｄ）二次マニホルド（１０８）と
を含む燃料送給システム（１００）であって、
　前記低エネルギーガス一次マニホルド出口（１１４）及び高エネルギーガス一次マニホ
ルド出口（１２０）が、前記一次マニホルド（１０６）に結合され、
　前記低エネルギーガス二次マニホルド出口（１１６）が、前記二次マニホルド（１０８
）に結合され、
　前記低エネルギーガス送給システム（１０２）が、前記ガススプリット（１１２）と前
記低エネルギーガス一次マニホルド出口（１１４）との間に一次低エネルギーガス停止及
び圧力制御弁（１４０）をさらに含む、燃料送給システム（１００）。
【請求項２】
　前記低エネルギーガス送給システム（１０２）が、前記一次低エネルギーガス停止及び
圧力制御弁（１４０）と前記低エネルギーガス一次マニホルド出口（１１４）との間に一
次低エネルギーガス制御弁（１３０）をさらに含み、
　前記低エネルギーガス送給システム（１０２）が、前記ガススプリット（１１２）と前
記低エネルギーガス二次マニホルド出口（１１６）との間に二次低エネルギーガス制御弁
（１３４）をさらに含み、
　前記高エネルギーガス送給システム（１０４）が、前記高エネルギーガス入口（１１８
）と前記高エネルギーガス一次マニホルド出口（１２０）との間に高エネルギーガス制御
弁（１３２）をさらに含む、請求項１記載のシステム。
【請求項３】
　前記低エネルギーガス送給システム（１０２）が、前記ガススプリット（１１２）と前
記二次低エネルギーガス制御弁（１３４）との間に二次低エネルギーガス停止及び圧力制
御弁（１４４）をさらに含み、
　前記高エネルギーガス送給システム（１０４）が、前記高エネルギーガス入口（１１８
）と前記高エネルギーガス制御弁（１３２）との間に高エネルギーガス停止及び圧力制御
弁（１４２）をさらに含む、請求項２記載のシステム。
【請求項４】
　前記低エネルギーガス送給システム（１０２）が、前記低エネルギーガス入口（１１０
）と前記ガススプリット（１１２）との間に低エネルギーガス停止弁（１４６）をさらに
含み、
　前記高エネルギーガス送給システム（１０４）が、前記高エネルギーガス入口（１１８
）と前記高エネルギーガス停止及び圧力制御弁（１４２）との間に高エネルギーガス停止
弁（１４８）をさらに含む、請求項３記載のシステム。
【請求項５】
　前記低エネルギーガス送給システム（１０２）が、前記低エネルギーガス入口（１１０
）と前記一次低エネルギーガス制御弁（１３０）との間に一次低エネルギーガスパージシ
ステム（１５０、１５２、１５４）をさらに含み、
　前記低エネルギーガス送給システム（１０２）が、前記ガススプリット（１１２）と前
記二次低エネルギーガス制御弁（１３４）との間に二次低エネルギーガスパージシステム
（１６２、１６４、１６６）をさらに含み、
　前記高エネルギーガス送給システム（１０４）が、前記高エネルギーガス入口（１１８
）と前記高エネルギーガス一次マニホルド出口（１２０）との間に高エネルギーガスパー
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ジシステム（１５６、１５８、１６０）をさらに含む、請求項２記載のシステム。
【請求項６】
　（ｅ）圧縮機吐出圧力入口（１７８）及び圧縮機吐出圧力出口（１８０）を備えた圧縮
機吐出圧力システム（１７６）をさらに含み、前記圧縮機吐出圧力出口（１８０）が、前
記二次マニホルド（１０８）に結合される、請求項１記載のシステム。
【請求項７】
　前記圧縮機吐出圧力システム（１７６）が、前記圧縮機吐出圧力入口（１７８）と前記
圧縮機吐出圧力出口（１８０）との間に圧縮機吐出圧力弁（１８２）をさらに含む、請求
項６記載のシステム。
【請求項８】
　燃料をタービンに送給する方法であって、
　（ａ）低エネルギーガスを低エネルギーガス送給システム（１０２）の低エネルギーガ
ス入口（１１０）に供給するステップと、
　（ｂ）高エネルギーガスを高エネルギーガス送給システム（１０４）の高エネルギーガ
ス入口（１１８）に供給するステップと、
　（ｃ）前記低エネルギーガスの第１の部分を一次低エネルギーガス停止及び圧力制御弁
（１４０）を通して流すステップと、
　（ｄ）前記低エネルギーガス送給システム（１０２）の低エネルギーガス一次マニホル
ド出口（１１４）から前記低エネルギーガスの第１の部分を一次マニホルド（１０６）に
供給するステップと、
　（ｅ）前記低エネルギーガス送給システム（１０２）の低エネルギーガス二次マニホル
ド出口（１１６）から前記低エネルギーガスの第２の部分を二次マニホルド（１０８）に
供給するステップと、
　（ｆ）前記高エネルギーガス送給システム（１０４）の高エネルギーガス一次マニホル
ド出口（１２０）から前記高エネルギーガスを前記一次マニホルド（１０６）に供給する
ステップと、
　（ｇ）前記一次マニホルド（１０６）から前記高エネルギーガス及び前記低エネルギー
ガスの第１の部分をタービンに供給するステップと、
　（ｈ）前記二次マニホルド（１０８）から前記低エネルギーガスの第２の部分を前記タ
ービンに供給するステップと
を含む方法。
【請求項９】
　前記低エネルギーガスの第１の部分を一次低エネルギーガス停止及び圧力制御弁（１４
０）を通して流す前記ステップの後であってかつ前記低エネルギーガスの第１の部分を一
次マニホルド（１０６）に供給する前記ステップの前に、該低エネルギーガスの第１の部
分を一次低エネルギーガス制御弁（１３０）を通して流すステップと、
　前記低エネルギーガスを低エネルギーガス送給システム（１０２）に供給する前記ステ
ップの後であってかつ前記低エネルギーガスの第２の部分を二次マニホルド（１０８）に
供給する前記ステップの前に、該低エネルギーガスの第２の部分を二次低エネルギーガス
制御弁（１３４）を通して流すステップと、
　前記高エネルギーガスを前記高エネルギーガス送給システム（１０４）に供給する前記
ステップの後であってかつ前記高エネルギーガスを前記一次マニホルド（１０６）に供給
する前記ステップの前に、該高エネルギーガスを高エネルギーガス制御弁（１３２）を通
して流すステップと
をさらに含む、請求項８記載の方法。
【請求項１０】
　前記低エネルギーガスを前記低エネルギーガス送給システム（１０２）に供給する前記
ステップの後であってかつ前記低エネルギーガスの第２の部分を前記二次低エネルギーガ
ス制御弁（１３４）を通して流す前記ステップの前に、該低エネルギーガスの第２の部分
を二次低エネルギーガス停止及び圧力制御弁（１４４）を通して流すステップと、
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　前記高エネルギーガスを前記高エネルギーガス送給システム（１０４）に供給する前記
ステップの後であってかつ前記高エネルギーガスを前記高エネルギーガス制御弁（１３２
）を通して流す前記ステップの前に、該高エネルギーガスを高エネルギーガス停止及び圧
力制御弁（１４２）を通して流すステップと
をさらに含む、請求項９記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、ガスタービン燃料システムに関し、より具体的には、２種以上の気体（ガス
）燃料を単一マニホルドに送給することができるガスタービン燃料システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　最新のガスタービンは、燃料システムの精密制御を必要とする。例えば、燃料ノズルに
おける圧力低下は、燃焼器損傷を回避するために規定の範囲内に慎重に維持しなければな
らない。一般的に、最新のガスタービンを標準の高エネルギー燃料（例えば、天然ガス）
及び高水素の低エネルギー燃料（例えば、合成ガス）の両方で作動させることは困難であ
る可能性がある。従って、望ましいものは、高エネルギー燃料、低エネルギー燃料、及び
高エネルギー燃料と低エネルギー燃料との混合物に適応すると同時にそれらの送給を制御
することができる「二元ガス」タービン燃料システムである。
【０００３】
　そのような「二元ガス」燃料システムの設計は、燃料の異なる特性によって複雑なもの
となる可能性がある。ガスタービンを低エネルギー燃料で作動させることは、ガスタービ
ンを高エネルギー燃料で作動させるのよりも大幅に大きい体積流量を必要とする。さらに
、一般的にガス化プロセスから得られる低エネルギー燃料は、多くの場合に最大５００°
Ｆ（約２６０℃）又はそれ以上の温度で供給される可能性がある。これらの特性は、燃料
温度及び体積流量の両方における大きな変動に適応しかつそれら変動を制御することがで
きる燃料システムハードウェアを必要とする。そのようなハードウェアは、大型の、複雑
なかつ高価なものとなる可能性がある欠点がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許第４９４９５３８号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従って、望ましいものは、より小型の、標準的なかつ簡易化したハードウェアを使用し
てハードウェア費用、保守整備費用及び床スペースを節約する「二元ガス」タービンシス
テムである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　従って、本出願は、二元ガス燃料送給システム及び２つのガス燃料を送給する方法を提
供する。
【０００７】
　本二元ガス燃料送給システムは、（ａ）低エネルギーガス入口、ガススプリット、低エ
ネルギーガス一次マニホルド出口及び低エネルギーガス二次マニホルド出口を備えた低エ
ネルギーガス送給システムと、（ｂ）高エネルギーガス入口及び高エネルギーガス一次マ
ニホルド出口を備えた高エネルギーガス送給システムと、（ｃ）一次マニホルドと、（ｄ
）二次マニホルドとを含むことができ、低エネルギーガス一次マニホルド出口及び高エネ
ルギーガス一次マニホルド出口は、一次マニホルドに結合され、低エネルギーガス二次マ
ニホルド出口は、二次マニホルドに結合され、また低エネルギーガス送給システムはさら
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に、ガススプリットと低エネルギーガス一次マニホルド出口との間に一次低エネルギーガ
ス停止及び圧力制御弁を含むことができる。
【０００８】
　燃料をタービンに送給する本方法は、（ａ）低エネルギーガスを低エネルギーガス送給
システムの低エネルギーガス入口に供給するステップと、（ｂ）高エネルギーガスを高エ
ネルギーガス送給システムの高エネルギーガス入口に供給するステップと、（ｃ）低エネ
ルギーガスの第１の部分を一次低エネルギーガス停止及び圧力制御弁を通して流すステッ
プと、（ｄ）低エネルギーガス送給システムの低エネルギーガス一次マニホルド出口から
低エネルギーガスの第１の部分を一次マニホルドに供給するステップと、（ｅ）低エネル
ギーガス送給システムの低エネルギーガス二次マニホルド出口から低エネルギーガスの第
２の部分を二次マニホルドに供給するステップと、（ｆ）高エネルギーガス送給システム
の高エネルギーガス一次マニホルド出口から高エネルギーガスを一次マニホルドに供給す
るステップと、（ｇ）一次マニホルドから高エネルギーガス及び低エネルギーガスの第１
の部分をタービンに供給するステップと、（ｈ）二次マニホルドから低エネルギーガスの
第２の部分をタービンに供給するステップとを含む。
【０００９】
　本出願のこれらの及びその他の特徴は、図面及び特許請求の範囲と関連させて以下の詳
細な説明を精査することにより当業者には明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】独立マニホルド二元ガス燃料システムを示す流れ図。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本出願は、二元ガス燃料送給システム及び幾つかのガス燃料を送給する方法を提供する
。
【００１２】
　Ｉ．独立マニホルド二元ガス燃料送給システム
　次に図面を参照すると、図１は、独立マニホルド二元ガス燃料送給システム１００の構
成を示している。本システム１００は、高エネルギーガス、低エネルギーガス、又は高エ
ネルギーガスと低エネルギーガスとの混合物をタービンに送給するのに使用することがで
きる。重要なことには、本システム１００は、高エネルギー燃料及び低エネルギー燃料の
両方を送給すると同時に、高エネルギー燃料のみを単一マニホルドに流入させるのを可能
にすることができる。高エネルギー燃料のみを単一マニホルドに対して送給することによ
って、本システム１００は、マニホルド内に蓄積するエネルギー量を減少させ、それによ
ってタービン過剰速度の危険性を低減することができる。
【００１３】
　ガス燃料（気体燃料）
　本システム１００は、高エネルギーガス、低エネルギーガス、又は高エネルギーガスと
低エネルギーガスとの混合物を送給することができる。高エネルギーガスは、約９００～
約１１００ＢＴＵ／ｆｔ３の範囲のエネルギー値を有することができる。低エネルギーガ
スは、約１２５～約３５０ＢＴＵ／ｆｔ３の範囲のエネルギー値を有することができる。
具体的な実施形態では、高エネルギーガスと低エネルギーガスとの間のエネルギー値の差
異は、約５５０～約９７５ＢＴＵ／ｆｔ３の範囲内にある。
【００１４】
　送給システム
　独立マニホルド二元ガス燃料送給システム１００は、低エネルギーガス送給システム１
０２と、高エネルギーガス送給システム１０４と、一次マニホルド１０６と、二次マニホ
ルド１０８とを含むことができる。二次マニホルド１０８は、一次マニホルド１０６の寸
法よりも大きい寸法を有することができる。例えば、二次マニホルド１０８は、一次マニ
ホルド１０６に比較してより大きなボリューム及び／又は燃料ノズル面積を有することが
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できる。一次マニホルド１０６及び二次マニホルド１０８の両方を利用することにより、
低エネルギーガス、高エネルギーガス、又は高エネルギーガスと低エネルギーガスとの混
合物のいずれかを使用してタービンを広範囲の負荷で作動させるのを可能にすることがで
きる。
【００１５】
　低エネルギーガス送給システム１０２は、低エネルギーガス入口１１０、ガススプリッ
ト１１２、低エネルギーガス一次マニホルド出口１１４及び低エネルギーガス二次マニホ
ルド出口１１６を備えることができる。高エネルギーガス送給システム１０４は、高エネ
ルギーガス入口１１８及び高エネルギーガス一次マニホルド出口１２０を備えることがで
きる。一次マニホルド１０６は、一次マニホルド配管入口１２２及び一次マニホルドノズ
ル出口１２４を備えることができる。二次マニホルド１０８は、二次マニホルド配管入口
１２６及び二次マニホルドノズル出口１２８を備えることができる。低エネルギーガス一
次マニホルド出口１１４及び高エネルギーガス一次マニホルド出口１２０は、一次マニホ
ルド１０６に結合することができる。例えば、低エネルギーガス一次マニホルド出口１１
４及び高エネルギーガス一次マニホルド出口１２０は、一次マニホルド配管入口１２２に
合流させることができる。低エネルギーガス二次マニホルド出口１１６は、二次マニホル
ド１０８に結合することができる。例えば、低エネルギーガス二次マニホルド出口１１６
は、二次マニホルド配管入口１２６に合流させることができる。
【００１６】
　低エネルギーガス送給システム１０２はまた、ガススプリット１１２と低エネルギーガ
ス一次マニホルド出口１１４との間に一次低エネルギーガス制御弁１３０を含むことがで
きる。同様に、高エネルギーガス送給システム１０４もまた、高エネルギーガス入口１１
８と高エネルギーガス一次マニホルド出口１２０との間に高エネルギーガス制御弁１３２
を含むことができる。ガス制御弁１３０及び１３２は、一次マニホルドノズ１２４におい
て正確な圧力低下が維持されるように、一次マニホルド１０６への燃料の流れを制御する
ことができる。
【００１７】
　低エネルギーガス送給システム１０２はまた、二次低エネルギーガス制御弁１３４を含
むことができる。二次低エネルギーガス制御弁１３４は、ガススプリット１１２と低エネ
ルギーガス二次マニホルド出口１１６との間に設置することができる。二次低エネルギー
ガス制御弁１３４は、二次マニホルドノズル出口１２８において正確な圧力低下が維持さ
れるように、二次マニホルド１０８内の燃料の流れを制御することができる。二次低エネ
ルギーガス制御弁１３４はまた、二次マニホルド１０８を通るガスの流れを停止させるよ
うに使用することができる。
【００１８】
　低エネルギーガス送給システム１０２はまた、あらゆる数の付加的ガス制御弁を含むこ
とができる。例えば、低エネルギーガス送給システム１０２はまた、第２の二次低エネル
ギーガス制御弁１３６及び第３の二次低エネルギーガス制御弁１３８を含むことができる
。制御弁１３６及び１３８は、ガススプリット１１２と低エネルギーガス二次マニホルド
出口１１６との間に設置することができる。３つの制御弁１３４、１３６及び１３８は、
並列に作動させることができる。複数ガス制御弁を使用することにより、各制御弁をより
小さい寸法のものとするのを可能にすることができ、そのことは次に、即座に入手可能な
ガス制御弁の使用を可能にすることができる。
【００１９】
　低エネルギーガス送給システム１０２はまた、ガススプリット１１２と一次低エネルギ
ーガス制御弁１３０との間に一次低エネルギーガス停止及び圧力制御弁１４０を含むこと
ができる。同様に、高エネルギーガス送給システム１０４もまた、高エネルギーガス入口
１１８と高エネルギーガス制御弁１３２との間に高エネルギーガス停止及び圧力制御弁１
４２を含むことができる。停止及び圧力制御弁１４０及び１４２は、該停止及び圧力制御
弁１４０及び１４２とガス制御弁１３０及び１３２との間に一定の基準圧力が維持される
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ように、該ガス制御弁１３０及び１３２の上流の燃料の流れを制御することができる。ガ
ス制御弁１３０及び１３２の直ぐ上流に一定の基準圧力の領域を維持することによって、
ガス制御弁の位置（有効面積）のみを使用して、該制御弁を通る流量を計算することがで
きる。
【００２０】
　低エネルギーガス送給システム１０２はまた、ガススプリット１１２と二次低エネルギ
ーガス制御弁１３４との間に二次低エネルギーガス停止及び圧力制御弁１４４を含むこと
ができる。停止及び圧力制御弁１４４は、該停止及び圧力制御弁１４４とガス制御弁１３
４との間に一定の基準圧力が維持されるように、該ガス制御弁１３４の上流の燃料の流れ
を制御することができる。ガス制御弁１３４の直ぐ上流に一定の基準圧力の領域を維持す
ることによって、ガス制御弁の位置（有効面積）のみを使用して、該制御弁を通る流量を
計算することができる。
【００２１】
　低エネルギーガス送給システム１０２はまた、低エネルギーガス入口１１０とガススプ
リット１１２との間に低エネルギーガス停止弁１４６を含むことができる。同様に、高エ
ネルギーガス送給システム１０４もまた、高エネルギーガス入口１１８と高エネルギーガ
ス停止及び圧力制御弁１４２との間に高エネルギーガス停止弁１４８を含むことができる
。停止弁１４６及び１４８は、それぞれ低エネルギーガス送給システム１０２及び高エネ
ルギーガス送給システム１０４を通るガスの流れを停止させるように使用することができ
る。例えば、タービンが高エネルギーガスのみで作動している場合には、低エネルギーガ
ス停止弁１４６により、低エネルギーガス送給システム１０２を通るガスの流れを停止さ
せて、一次マニホルド１０６を通して高エネルギー燃料のみが流れることになるようにす
ることができる。さらに、タービンが低エネルギーガスのみで作動している場合には、高
エネルギーガス制御弁１４８により、高エネルギーガス送給システム１０４を通るガスの
流れを停止させて、一次マニホルド１０６を通して低エネルギー燃料のみが流れることに
なるようにすることができる。
【００２２】
　低エネルギーガス送給システム１０２はまた、低エネルギーガス入口１１０と一次低エ
ネルギーガス制御弁１３０との間に一次低エネルギーガスパージシステムを含むことがで
きる。一次低エネルギーガスパージシステムは、一次低エネルギーガスパージ入口１５０
、第１の一次低エネルギーガスパージ排出口１５２及び第２の一次低エネルギーガス排出
口１５４を含むことができる。一次低エネルギーガスパージ入口１５０は、一次低エネル
ギーガス制御弁１３０と一次低エネルギーガス停止及び圧力制御弁１４０との間に設置す
ることができ、第１の一次低エネルギーガスパージ排出口１５２は、一次低エネルギーガ
ス制御弁１３０と一次低エネルギーガス停止及び圧力制御弁１４０との間に設置すること
ができ、また第２の一次低エネルギーガス排出口１５４は、一次低エネルギーガス停止及
び圧力制御弁１４０と低エネルギーガス停止弁１４６との間に設置することができる。一
次低エネルギーガスパージシステムは、低エネルギーガス送給システム１０２を使用して
いない時における燃焼の危険性を低減するように使用することができる。
【００２３】
　高エネルギーガス送給システム１０４もまた、高エネルギーガス入口１１８と高エネル
ギーガス出口１２０との間に高エネルギーガスパージシステムを含むことができる。高エ
ネルギーガスパージシステムは、高エネルギーガスパージ入口１５６、第１の高エネルギ
ーガス排出口１５８及び第２の高エネルギー排出口１６０を含むことができる。高エネル
ギーガスパージ入口１５６は、（ａ）高エネルギーガス制御弁１３２と一次マニホルドノ
ズル出口１２４との間又は（ｂ）低エネルギーガス制御弁１３０と一次マニホルドノズル
出口１２４との間のいずれかに設置することができ、第１の高エネルギーガス排出口１５
８は、高エネルギーガス制御弁１３２と高エネルギーガス停止及び圧力制御弁１４２との
間に設置することができ、また第２の高エネルギーガス排出口１６０は、高エネルギーガ
ス停止及び圧力制御弁１４２と高エネルギーガス停止弁１４８との間に設置することがで



(8) JP 2009-270570 A 2009.11.19

10

20

30

40

50

きる。ガスパージシステムは、両マニホルド内に高エネルギー及び低エネルギーガスの混
合物或いは低エネルギーガスのみを流している状態でのタービントリップ時における燃焼
の危険性を低減するように使用することができる。
【００２４】
　低エネルギーガス送給システム１０２はまた、ガススプリット１１２と二次低エネルギ
ーガス制御弁１３４との間に二次低エネルギーガスパージシステムを含むことができる。
二次低エネルギーガスパージシステムは、第１の二次低エネルギーガスパージ入口１６２
、第２の二次低エネルギーガスパージ入口１６４及び二次低エネルギーガスパージ排出口
１６６を含むことができる。第１の二次低エネルギーガスパージ入口１６２及び二次低エ
ネルギーガスパージ排出口１６６は、二次低エネルギーガス停止及び圧力制御弁１４４と
二次低エネルギーガス制御弁１３４との間に設置することができ、また第２の二次低エネ
ルギーガスパージ入口１６４は、二次低エネルギーガス制御弁１３４と二次マニホルドノ
ズル出口１２８との間に設置することができる。二次マニホルドパージシステムは、二次
マニホルド１０８を使用していない時における燃焼の危険性を低減するように使用するこ
とができる。例えば、第１の二次低エネルギーガスパージ入口１６２及び二次低エネルギ
ーガスパージ排出口１６６は、二次低エネルギーガス停止及び圧力制御弁１４４と二次低
エネルギーガス制御弁１３４との間に不活性ガス圧力バッファを形成して低エネルギー燃
料をＣＰＤパージ空気から分離するようにすることができる。
【００２５】
　低エネルギーガス送給システム１０２はまた、低エネルギーガス入口１１０と低エネル
ギーガス停止弁１４６との間に低エネルギーガスストレーナ１６８を含むことができる。
同様に、高エネルギーガス送給システム１０４もまた、高エネルギーガス入口１１８と高
エネルギーガス停止弁１４８との間に高エネルギーガスストレーナ１７０を含むことがで
きる。ストレーナ１６８及び１７０は、燃料からデブリを濾過して一次マニホルド二元ガ
ス燃料送給システム１００における閉塞のような問題を防止するようにすることができる
。
【００２６】
　低エネルギーガス送給システム１０２はまた、低エネルギーガス入口１１０と低エネル
ギーガス停止弁１４６との間に低エネルギーガスバイパス出口１７２を含むことができる
。同様に、高エネルギーガス送給システム１０４もまた、高エネルギーガス入口１１８と
高エネルギーガス停止弁１４８との間に高エネルギーガスバイパス出口１７４を含むこと
ができる。バイパス出口１７２及び１７４は、凝縮の危険性軽減のためのベント又はフレ
ア装置のようなシステムに対してガスを供給することができる。
【００２７】
　独立マニホルド二元ガス燃料送給システム１００はまた、圧縮機吐出圧力システム（「
ＣＰＤシステム」）１７６を含むことができる。ＣＰＤシステム１７６は、ＣＰＤ空気入
口１７８及びＣＰＤ空気出口１８０を含むことができる。ＣＰＤシステム１７６は、二次
マニホルド１０８に結合することができる。例えば、ＣＰＤ空気出口１８０は、二次マニ
ホルド配管入口１２６に合流させることができる。ＣＰＤシステム１７６は、ガスの二次
マニホルド１０８をパージし、二次マニホルド１０８内に正のノズル圧力比を維持しかつ
／又は二次マニホルドノズル出口１２８を低温に保つように使用することができる。
【００２８】
　ＣＰＤシステム１７６は、ＣＰＤ空気入口１７８とＣＰＤ空気出口１８０との間に一次
ＣＰＤ弁１８２を含むことができる。ＣＰＤシステム１７６はまた、ＣＰＤ空気入口１７
８と一次ＣＰＤ弁１８２との間に二次ＣＰＤ弁１８４を含むことができる。ＣＰＤ弁１８
２及び１８４は、二次マニホルドノズル出口１２８において正確な圧力低下が維持される
ように、二次マニホルド１０８への空気の流れを制御することができる。
【００２９】
　ＣＰＤシステム１７６はまた、ＣＰＤガスパージ入口１８６及びＣＰＤガスパージ排出
口１８８を含むことができる。ＣＰＤガスパージ入口１８６及びＣＰＤガスパージ排出口
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１８８は、二次ＣＰＤ弁１８４と一次ＣＰＤ弁１８２との間に設置することができる。Ｃ
ＰＤガスパージ入口１８６及びＣＰＤガスパージ排出口１８８は、ＣＰＤシステム１７６
を使用していない時における燃焼の危険性を低減するように使用することができる。例え
ば、ＣＰＤガスパージ入口１８６及びＣＰＤガスパージ排出口１８８は、二次ＣＰＤ弁１
８４と一次ＣＰＤ弁１８２との間に不活性ガス圧力バッファを形成して低エネルギーガス
をＣＰＤ空気から分離するようにすることができる。
【００３０】
　独立マニホルド二元ガス燃料送給システム１００は、２つのガス（気体）燃料をタービ
ンに送給するように使用することができる。低エネルギーガスは、低エネルギーガス送給
システム１０２の低ガスエネルギー入口１１０に供給することができる。低エネルギーガ
スの第１の部分は次に、低エネルギーガス送給システム１０２の低エネルギーガス一次マ
ニホルド出口１１４から一次マニホルド１０６の一次マニホルド配管入口１２２に供給す
ることができ、また低エネルギーガスの第２の部分は、低エネルギーガス送給システム１
０２の低エネルギーガス二次マニホルド出口１１６から二次マニホルド１０８の二次マニ
ホルド配管入口１２６に供給することができる。さらに、低エネルギーガスの第１の部分
は、該低エネルギーガスを低エネルギーガス送給システム１０２に供給するステップの後
であってかつ該低エネルギーガスの第１の部分を一次マニホルド１０６に供給するステッ
プの前に、一次低エネルギーガス停止及び圧力制御弁１４０を通して流すことができる。
高エネルギーガスは、高エネルギーガス送給システム１０４の高エネルギーガス入口１１
８に供給することができる。高エネルギーガスは次に、高エネルギーガス送給システム１
０４の高エネルギーガス一次マニホルド出口１２０から一次マニホルド１０６の一次マニ
ホルド配管入口１２２に供給することができる。
【００３１】
　高エネルギーガス及び低エネルギーガスの第１の部分は、一次マニホルド１０６の一次
マニホルドノズル出口１２４からタービンに供給することができる。低エネルギーガスの
第２の部分は、二次マニホルド１０８の二次マニホルド配管出口１２８からタービンに供
給することができる。
【００３２】
　２つの気体燃料をタービンに送給する本方法は、低エネルギーガスの第１の部分を一次
低エネルギーガス停止及び圧力制御弁１４０を通して流すステップの後であってかつ該低
エネルギーガスの第１の部分を一次マニホルド１０６に供給するステップの前に、該低エ
ネルギーガスの第１の部分を一次低エネルギーガス制御弁１３０を通して流すステップを
含むことができる。本方法はまた、低エネルギーガスを低エネルギーガス送給システム１
０２に供給するステップの後であってかつ該低エネルギーガスの第２の部分を二次マニホ
ルド１０８に供給するステップの前に、該低エネルギーガスの第２の部分を二次低エネル
ギーガス制御弁１３４を通して流すステップを含むことができる。さらに、本方法は、低
エネルギーガスを低エネルギーガス送給システム１０２に供給するステップの後であって
かつ該低エネルギーガスの第２の部分を二次低エネルギーガス制御弁１３４を通して流す
ステップの前に、該低エネルギーガスの第２の部分を二次低エネルギーガス停止及び圧力
制御弁１４４を通して流すステップを含むことができる。最後に、２つの気体燃料をター
ビンに送給する本方法は、低エネルギーガスを低エネルギーガス送給システム１０２に供
給するステップの後であってかつ該低エネルギーガスの第１の部分を一次低エネルギーガ
ス停止及び圧力制御弁１４０を通して流すステップと該低エネルギーガスの第２の部分を
二次低エネルギーガス停止及び圧力制御弁１４４を通して流すステップとの前に、該低エ
ネルギーガスを低エネルギーガス停止弁１４６を通して流すステップを含むことができる
。
【００３３】
　２つの気体燃料をタービンに送給する本方法は、高エネルギーガスを高エネルギーガス
送給システム１０４に供給するステップの後であってかつ該高エネルギーガスを一次マニ
ホルド１０６に供給するステップの前に、該高エネルギーガスを高エネルギーガス制御弁
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１３２を通して流すステップを含むことができる。本方法はまた、高エネルギーガスを高
エネルギーガス送給システム１０４に供給するステップの後であってかつ該高エネルギー
ガスを高エネルギーガス制御弁１３２を通して流すステップの前に、該高エネルギーガス
を高エネルギーガス停止及び圧力制御弁１４２を通して流すステップを含むことができる
。最後に、２つの気体燃料をタービンに送給する本方法は、高エネルギーガスを高エネル
ギーガス送給システム１０４に供給するステップの後であってかつ該高エネルギーガスを
高エネルギーガス停止及び圧力制御弁１４２を通して流すステップの前に、該高エネルギ
ーガスを高エネルギーガス停止弁１４８を通して流すステップを含むことができる。
【００３４】
　以上の説明は、本出願の好ましい実施形態のみに関するものであること及び本明細書で
は特許請求の範囲及びその均等物によって定まる本発明の一般的技術思想及び技術的範囲
から逸脱することなく数多くの変更及び修正を加えることができることを理解されたい。
【符号の説明】
【００３５】
１００　独立マニホルド二元ガス燃料システム
１０２　低エネルギーガス送給システム
１０４　高エネルギーガス送給システム
１０６　一次マニホルド
１０８　二次マニホルド
１１０　低エネルギーガス入口
１１２　ガススプリット
１１４　低エネルギーガス一次マニホルド出口
１１６　低エネルギーガス二次マニホルド出口
１１８　高エネルギーガス入口
１２０　高エネルギーガス一次マニホルド出口
１２２　一次マニホルド配管入口
１２４　一次マニホルドノズル出口
１２６　二次マニホルド配管入口
１２８　二次マニホルドノズル出口
１３０　一次低エネルギーガス制御弁
１３２　高エネルギーガス制御弁
１３４　二次低エネルギーガス制御弁
１３６　第２の二次低エネルギーガス制御弁
１３８　第３の二次低エネルギーガス制御弁
１４０　一次低エネルギーガス停止及び圧力制御弁
１４２　高エネルギーガス停止及び圧力制御弁
１４４　二次低エネルギーガス停止及び圧力制御弁
１４６　低エネルギーガス停止弁
１４８　高エネルギーガス停止弁
１５０　一次低エネルギーガスパージ入口
１５２　第１の一次低エネルギーガスパージ排出口
１５４　第２の一次低エネルギーガス排出口
１５６　高エネルギーガスパージ入口
１５８　第１の高エネルギーガス排出口
１６０　第２の高エネルギーガス排出口
１６２　第１の二次低エネルギーガスパージ入口
１６４　第２の二次低エネルギーガスパージ入口
１６６　二次低エネルギーガスパージ排出口
１６８　低エネルギーガスストレーナ
１７０　高エネルギーガスストレーナ
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１７２　低エネルギーガスバイパス出口
１７４　高エネルギーガスバイパス出口
１７６　ＣＰＤシステム
１７８　ＣＰＤ空気入口
１８０　ＣＰＤ空気出口
１８２　一次ＣＰＤ弁
１８４　二次ＣＰＤ弁
１８６　ＣＰＤガスパージ入口
１８８　ＣＰＤガスパージ排出口

【図１】
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